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一
、提
案
理
由（
平
成
二
六
年
四
月
四
日
・
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
）

○
茂
木
国
務
大
臣　

原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
要
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
炉
に
つ
い
て
、
溶
融
燃
料

の
取
り
出
し
や
汚
染
水
の
処
理
な
ど
、
そ
の
廃
炉
に
向
け
た
取
り
組
み

は
、
完
了
ま
で
に
長
い
期
間
を
要
す
る
極
め
て
困
難
な
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
内
外
の
英
知
を
結
集
し
、
予
防
的
か
つ
重
層
的
に
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
東
電
任
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
国
が
前
面
に
出
て
、

汚
染
水
の
処
理
を
含
め
た
廃
炉
に
関
す
る
研
究
開
発
、
技
術
的
指
導
や
、

必
要
な
監
視
機
能
を
強
化
す
る
新
た
な
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
廃
炉
と
賠
償
の
関
連
性
も
考
慮
し
、
東
電
に
対
し

て
賠
償
円
滑
化
の
た
め
の
資
金
援
助
を
行
い
、
そ
の
経
営
全
体
を
監
督
し

て
い
る
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
が
、
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
に
関
す

る
技
術
支
援
等
を
総
合
的
に
行
う
こ
と
が
適
切
で
す
。
こ
の
た
め
、
原
子

力
損
害
賠
償
支
援
機
構
を
改
組
し
て
事
故
炉
の
廃
炉
関
係
業
務
を
追
加
す

る
こ
と
等
に
よ
り
、
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
を
着
実
に
進
め
る
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、本
法
律
案
を
提
出
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
本
法
律
案
の
要
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
廃
炉
関
係
業
務
の
追
加
に
伴
い
、
組
織
の
名
称
を
原
子
力
損

害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
に
変
更
し
、
機
構
の
目
的
に
廃
炉
等
の
適
正

か
つ
着
実
な
実
施
を
追
加
し
ま
す
。
ま
た
、
事
故
炉
の
廃
炉
に
関
す
る
重

要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、機
構
に
廃
炉
等
技
術
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

第
二
に
、
事
故
炉
の
廃
炉
に
関
す
る
研
究
開
発
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
、
機
構
の
業
務
に
廃
炉
等
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
に
関
す
る

研
究
及
び
開
発
を
追
加
し
ま
す
。

第
三
に
、
機
構
が
、
事
故
炉
の
廃
炉
の
状
況
、
課
題
を
把
握
し
、
技
術

的
観
点
か
ら
適
切
な
助
言
、
指
導
等
を
行
え
る
よ
う
、
業
務
に
廃
炉
等
の

適
正
か
つ
着
実
な
実
施
の
確
保
の
た
め
の
助
言
、
指
導
、
勧
告
を
追
加
し

ま
す
。

第
四
に
、
事
故
炉
の
廃
炉
に
関
す
る
資
金
、
人
員
等
を
十
分
に
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
事
業
者
の
廃
炉
の
実
施
状
況
や
実
施
体
制
等
に
つ
い
て
、

主
務
大
臣
に
よ
る
確
認
、
監
視
を
確
保
し
、
不
十
分
な
場
合
に
は
是
正
命

令
を
行
え
る
よ
う
、
機
構
が
東
電
と
共
同
し
て
作
成
す
る
特
別
事
業
計
画
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の
記
載
事
項
に
、
事
故
炉
の
廃
炉
の
実
施
状
況
や
実
施
体
制
等
に
係
る
事

項
を
追
加
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
事
業
年
度
、
機
構
が
主
務
大
臣
に
対
し
て

廃
炉
業
務
の
報
告
を
行
い
、
そ
れ
を
主
務
大
臣
が
公
表
す
る
規
定
を
追
加

し
ま
す
。

そ
の
他
、
廃
炉
業
務
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
最
新
技
術
等
の
知
見
、
情
報

を
国
内
外
へ
提
供
す
る
業
務
を
追
加
す
る
等
、
所
要
の
規
定
を
整
備
い
た

し
ま
す
。

以
上
が
、
本
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
そ
の
要
旨
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、衆
議
院
経
済
産
業
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
四
月
一
七
日
）

○
富
田
茂
之
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
経
済
産
業
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
特
定
原
子
力
施
設
の
廃
炉
等
を
適
正
か
つ
着
実
に
実
施
す
る

た
め
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
の
た
め
に
必
要
な
資
金
交
付
等
の
業
務
を
実

施
し
て
い
る
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
を
改
組
し
、
賠
償
と
廃
炉
に
関

す
る
業
務
を
総
合
的
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
の
名
称
を
原
子
力
損

害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
に
改
め
る
と
と
も
に
、
事
故
炉
の
廃
炉
に
関

す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
廃
炉
等
技
術
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
機
構

の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
、
並
び
に
、
機
構
の
業
務
に
廃
炉
等
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
及
び
廃
炉
等
の
適
正
か
つ
着

実
な
実
施
の
確
保
の
た
め
の
助
言
、
指
導
等
を
追
加
す
る
こ
と
等
で
あ
り

ま
す
。

本
案
は
、
去
る
三
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
四
日
に
茂
木
国
務
大
臣

か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
九
日
に
質
疑
に
入
り
、
十
一
日

に
は
参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
審
議
を
重
ね
、
昨
日
質
疑
を
終

局
い
た
し
ま
し
た
。
質
疑
終
局
後
、
討
論
を
行
い
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
い
た
し
ま

し
た
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
四
月
一
六
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
以
下
の
点
に
留
意
す
る
こ
と
。

一　

原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
制
定
時
に
国
会
修
正
に
よ
っ
て
追
加

さ
れ
た
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
の
改
正
等
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
は
じ
め
と
す
る
必
要
な
措
置（
附
則
第
六
条
第
一
項
）、及
び
、

本
法
の
施
行
状
況
を
踏
ま
え
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
る
必
要
な
措
置
（
附

則
第
六
条
第
二
項
）
に
係
る
検
討
条
項
に
関
し
、
制
定
時
の
附
帯
決
議
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の
趣
旨
に
鑑
み
、早
急
に
結
論
を
得
る
よ
う
更
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

二　

福
島
第
一
原
発
事
故
発
生
後
三
年
を
経
て
、
な
お
完
了
ま
で
時
間
を

要
す
る
と
さ
れ
る
東
京
電
力
に
よ
る
被
災
者
へ
の
損
害
賠
償
に
関
し
、

本
年
一
月
に
認
定
さ
れ
た
新
・
総
合
特
別
事
業
計
画
に
従
い
、
損
害
賠

償
の
確
実
か
つ
迅
速
な
実
施
を
可
能
と
す
る
た
め
の
万
全
の
支
援
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

三　

平
成
二
十
五
年
十
月
の
会
計
検
査
院
報
告
を
踏
ま
え
、
私
募
債
を
利

用
す
る
東
京
電
力
の
資
金
調
達
形
態
に
関
し
て
は
、
利
害
関
係
者
の
責

任
の
明
確
化
の
観
点
か
ら
、
新
・
総
合
特
別
事
業
計
画
で
示
さ
れ
た
方

針
に
沿
っ
て
、
可
能
な
限
り
早
期
に
こ
の
形
態
に
よ
ら
な
い
こ
と
と
す

る
よ
う
指
導
・
監
督
す
る
こ
と
。
ま
た
、
将
来
、
同
事
業
計
画
に
基
づ

い
て
機
構
が
東
京
電
力
株
式
の
売
却
等
に
よ
り
そ
の
議
決
権
の
段
階
的

な
低
減
を
実
施
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
東
京
電
力
に
よ
る
福
島
第

一
原
発
の
廃
炉
作
業
の
実
施
状
況
や
そ
の
た
め
の
体
制
整
備
の
在
り
方

に
関
し
、
機
構
の
運
営
委
員
会
及
び
廃
炉
等
技
術
委
員
会
に
よ
る
適
切

か
つ
十
分
な
検
証
・
評
価
を
踏
ま
え
て
進
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

四　

機
構
に
よ
る
廃
炉
関
係
業
務
の
実
施
に
関
し
、
学
術
的
・
技
術
的
信

頼
性
の
み
な
ら
ず
社
会
的
な
信
頼
性
も
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
廃
炉
等
技

術
委
員
会
に
は
、
委
員
へ
の
登
用
の
検
討
を
含
め
、
国
内
の
原
子
力
関

連
業
界
等
か
ら
独
立
性
を
保
ち
、
か
つ
優
れ
た
実
績
を
有
す
る
海
外
の

研
究
者
・
技
術
者
の
積
極
的
な
参
画
を
図
る
こ
と
。
一
方
、
機
構
に
設

置
さ
れ
る
予
定
の
廃
炉
部
門
の
人
員
の
採
用
に
当
た
っ
て
は
、
国
内
の

叡
智
を
結
集
す
る
観
点
か
ら
、
広
く
政
府
系
研
究
機
関
や
原
子
力
事
業

者
、
原
発
機
器
メ
ー
カ
ー
等
の
関
連
す
る
専
門
人
材
を
招
聘
し
、
我
が

国
に
お
け
る
廃
炉
に
係
る
人
材
・
技
術
の
集
約
を
図
る
こ
と
。

五　

機
構
の
業
務
に｢

廃
炉
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供
」が
追
加
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
機
構
は
、
廃
炉
関
係
業
務
の
実
施
を
通
じ
て
集
積
さ
れ
る

技
術
及
び
知
見
が
内
外
の
原
子
炉
の
廃
炉
に
際
し
て
積
極
的
に
活
用
さ

れ
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。
ま
た
、
損
害
賠
償
支
援
業
務
に

係
る
も
の
も
含
め
、
そ
の
業
務
に
関
し
内
外
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
以
上

に
適
時
適
切
な
情
報
の
公
開
を
進
め
る
こ
と
。

六　

福
島
第
一
原
発
に
お
い
て
現
在
に
至
る
ま
で
汚
染
水
の
漏
洩
が
相
次

ぎ
、
収
束
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
状
況
に
つ
い
て
、
政
府
は
、
早
急
か

つ
確
実
に
汚
染
水
を
封
じ
込
む
環
境
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
東
京
電
力

に
対
し
て
厳
し
く
指
導
監
督
を
行
う
と
と
も
に
、
国
費
を
投
じ
て
実
施

す
る
遮
水
壁
の
構
築
等
の
施
策
を
迅
速
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
。

七　

政
府
及
び
機
構
は
、
東
京
電
力
が
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
福
島
第
一

原
発
の
廃
炉
作
業
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
報
告
徴

収
権
限
等
の
行
使
を
通
じ
て
作
業
の
進
捗
状
況
及
び
作
業
員
の
作
業
環

境
に
関
す
る
適
時
適
切
な
状
況
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
高
線
量
下

の
作
業
で
あ
る
と
い
う
特
殊
な
労
働
環
境
を
踏
ま
え
、
関
係
省
庁
と
機

構
と
の
十
分
な
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
現
地
労
働
基
準
監
督
署
の
職
員
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の
増
員
等
、
現
場
作
業
員
の
労
働
環
境
及
び
就
労
条
件
の
改
善
が
達
成

さ
れ
る
た
め
の
監
督
体
制
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と
。

三
、参
議
院
経
済
産
業
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
五
月
一
四
日
）

○
大
久
保
勉
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
原
子
力
事
業
者
に
よ
る
廃
炉
等
の
適
正
か
つ
着
実
な
実

施
の
確
保
を
図
る
た
め
、
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
を
原
子
力
損
害
賠

償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
に
改
組
し
、
そ
の
業
務
に
廃
炉
等
を
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
技
術
に
関
す
る
研
究
及
び
開
発
等
の
業
務
を
追
加
す
る
等
の

措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、

機
構
が
新
た
に
行
う
業
務
の
具
体
的
内
容
及
び
実
効
性
確
保
策
、
国
が
前

面
に
出
た
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
支
援
の
在
り
方
、
廃
炉
作
業
に
係
る
人
材

の
確
保
及
び
育
成
に
向
け
た
課
題
、
原
子
力
損
害
賠
償
の
適
切
な
実
施
と

賠
償
制
度
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細

は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
み
ん
な
の
党
を
代
表

し
て
松
田
委
員
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
倉
林
理
事
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
反

対
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
五
月
一
三
日
）

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を

講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一　

原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
制
定
時
に
国
会
修
正
に
よ
っ
て
追
加

さ
れ
た
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
の
改
正
等
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
は
じ
め
と
す
る
必
要
な
措
置（
附
則
第
六
条
第
一
項
）、及
び
、

本
法
の
施
行
状
況
を
踏
ま
え
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
る
必
要
な
措
置
（
附

則
第
六
条
第
二
項
）
に
係
る
検
討
条
項
に
関
し
、
制
定
時
の
附
帯
決
議

の
趣
旨
に
鑑
み
、早
急
に
結
論
を
得
る
よ
う
更
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

二　

福
島
第
一
原
発
事
故
発
生
後
三
年
を
経
て
、
な
お
完
了
ま
で
時
間
を

要
す
る
と
さ
れ
る
東
京
電
力
に
よ
る
被
災
者
へ
の
損
害
賠
償
に
関
し
、

本
年
一
月
に
認
定
さ
れ
た
新
・
総
合
特
別
事
業
計
画
に
従
い
、
損
害
賠

償
の
迅
速
か
つ
適
切
な
実
施
を
可
能
と
す
る
た
め
の
万
全
の
支
援
を
行

う
こ
と
。

三　

機
構
が
新
・
総
合
特
別
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
東
京
電
力
株
式
の
売

却
等
に
よ
り
そ
の
議
決
権
の
段
階
的
な
低
減
を
実
施
し
て
い
く
に
当

た
っ
て
は
、
東
京
電
力
に
よ
る
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
作
業
の
実
施
状
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況
や
そ
の
た
め
の
体
制
整
備
の
在
り
方
に
関
し
、
機
構
の
運
営
委
員
会

及
び
廃
炉
等
技
術
委
員
会
に
よ
る
適
切
か
つ
十
分
な
検
証
・
評
価
を
踏

ま
え
て
進
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

四　

今
後
長
期
に
わ
た
る
事
故
炉
の
廃
止
措
置
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、

原
子
力
技
術
を
支
え
る
新
た
な
研
究
者
や
技
術
者
の
育
成
を
図
る
と
と

も
に
、
現
場
作
業
を
通
じ
て
技
術
の
伝
承
を
図
る
な
ど
熟
練
し
た
作
業

員
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
国
内
外
の
英
知
を
結
集
し
て
過
酷

な
環
境
下
に
お
け
る
廃
炉
作
業
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
技
術
の
開
発
に

努
め
る
こ
と
。

五　

機
構
の
業
務
に｢

廃
炉
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供
」が
追
加
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
廃
炉
関
係
業
務
の
実
施
を
通
じ
て
集
積
さ
れ
る
技
術
及
び

知
見
が
内
外
の
原
子
炉
の
廃
炉
に
際
し
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
た
め

の
機
構
の
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
損
害
賠
償
支
援
業
務
に
係

る
も
の
も
含
め
、
機
構
の
業
務
に
関
し
内
外
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
以
上

に
適
時
適
切
な
情
報
の
公
開
を
進
め
る
こ
と
。

六　

福
島
第
一
原
発
に
お
い
て
現
在
に
至
る
ま
で
汚
染
水
の
漏
洩
が
相
次

ぎ
、
収
束
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
状
況
を
踏
ま
え
、
早
急
か
つ
確
実
に

汚
染
水
を
封
じ
込
め
る
環
境
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
東
京
電
力
に
対
し

て
厳
し
く
指
導
・
監
督
を
行
う
と
と
も
に
、
国
費
を
投
じ
て
実
施
す
る

遮
水
壁
の
構
築
等
の
施
策
を
迅
速
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
。

七　

福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
作
業
に
つ
い
て
は
、
高
線
量
下
で
行
わ
れ
る

と
い
う
特
殊
な
労
働
環
境
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
関
係
省
庁
と
機
構
と

の
十
分
な
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
現
場
作
業
員
の
労
働
環
境
及
び
就
労

条
件
の
改
善
が
達
成
さ
れ
る
た
め
の
監
督
体
制
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ

と
。

八　

機
構
が
行
う
研
究
開
発
は
、基
本
的
に
研
究
開
発
の
企
画
を
想
定
し
、

国
際
廃
炉
研
究
開
発
機
構
や
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
な
ど
と
の
適

切
な
役
割
分
担
を
行
い
、
原
子
力
事
業
者
が
納
付
す
る
一
般
負
担
金
の

過
度
な
増
大
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

　
　

右
決
議
す
る
。


